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はじめに

公益財団法人日本医療機能評価機構

理事長　井原　哲夫

　このたびの東日本大震災において、被災された多くの医療関係者の皆様、ご家族の皆様、関係者の

皆様に、心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。

　本財団は、国民の医療に対する信頼の確保および医療の質の向上を図ることを目的として、病院機

能評価事業や医療事故情報収集等事業など様々な事業を運営しています。現在のように震災の影響が

続く状況にありましても、医療の質をできるだけ高く保ち、安心・安全な医療を提供するために、そ

れらの事業に継続して取り組んでおります。同時に、このたびの東北太平洋沖地震で被害を受けた被

災地の医療機関の実情に配慮し、病院機能評価事業や産科医療補償制度運営事業などでは特例措置を

設けるなどの対応をして、医療機関の皆様が引き続き医療の質の向上に努めることができるようご支

援させていただいております。

　医療事故情報収集等事業では、収集した医療事故等の情報やその集計、分析結果を定期的な報告書

や年報として取りまとめるとともに、医療安全情報を作成し、毎月１回程度公表を行うことで、医療

従事者、国民、行政機関等広く社会に対して情報提供を行っております。その上で、医療安全情報に

ついては医療安全の直接の担い手である医療機関により確実に情報提供が行えるよう、希望する病院

にファックスで直接提供する事業を行っております。

　本事業は開始後６年が経過しました。この間、医療安全の推進のため、平素より本事業において医

療事故情報やヒヤリ・ハット事例等の情報の提供にご協力いただいております医療機関の皆様や、関

係者の皆様に深く感謝申し上げます。

　本事業における報告書の公表は今回が２５回目になります。今回は平成２３年１月から３月までに

ご報告いただいた医療事故情報とヒヤリ・ハット事例の報告をとりまとめたものです。また、本報告

書に掲載しております医療安全情報はこれまで５５回の情報提供を行ってきたもののうち、平成２３

年１月から３月に提供したNo. ５０からNo. ５２を掲載しております。

　これまでに公表した報告書に対しては、医療事故の件数や内容に関するお問い合わせや報道など多

くの反響があり、医療安全の推進や医療事故防止に関する社会的関心が依然として高いことを実感し

ております。

　今後とも皆様にとって有用な情報提供となるよう報告書の内容について、一層の充実に努めてまい

りたいと考えておりますので、ご指導、ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

　最後になりましたが、このたび本財団は新公益法人制度において内閣府公益認定等委員会より事業

内容の公益性を認められ、内閣総理大臣より公益財団法人として認定する旨の認定書を受けましたの

で、本年４月１日より公益財団法人に移行しました。本財団が医療分野において行ってまいりました

様々な事業の公益性をお認めいただいたものと考えております。今後とも、病院機能評価事業などの

様々な事業を通じて、国民の医療に対する信頼の確保と、日本の医療の質の向上に尽力して参りたい

と考えておりますので、ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
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